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床面には厚さ 1mm のゴムシートを設置した．基礎捨石は 100～500

㎏（実験サイズで 0.8～4g）程度の砕石を用い，防波堤本体工は津

波によって動かないよう固定した．被覆ブロックは図-4 に示す 2

種類の形状を用い，ブロック S はブロック H に比べて厚く 1 個当

たりの面積が小さい．ブロック H は 1 個当たりの面積が大きく，

開口率も大きい特長を有している．ブロックSの質量は現地量で2，

4，6，8，12，18t 相当（模型では 15.4～150g）の 6 種類，ブロッ

ク H の質量は 4，12t 相当（模型では 30.3，88.5g）の 2 種類を用い

た．津波条件と使用した被覆ブロックを表-1に示す． 

4．実験結果 

図-5，6にブロック S，H の安定実験の結果を示す．横軸は d/H，

縦軸は安定数 N であり，N は実験時の越流水深とブロックの諸元

を式 1 に代入して求めた値である．各ケースの安定・被災をプロ

ットしたものであり，安定限界を破線で示す．実線は d/H≧0 を主

とした既存の安定数である．これらの図から，干出型腹付マウン

ドの安定数は d/H≧0 の場合よりも低く，d/Hの減少とともに安定

数は低下することが確認された．これは，干出型の方が越流した

津波が直接被覆ブロックに作用するためと考えられる．ただし，

d/H≧0 の場合に比べて緩やかに変化する． 

干出型腹付マウンドの被覆工の被災形態は，主として滑動であ

り，滑動が進むと天端や法肩が開いて被害が拡大する様子が確認

された．この対策として，図-7 のように被覆工の法先に被覆ブロ

ックを追加したケースも検討した．図-8 はブロック S について法

先の被覆ブロックを 1 列追加した結果であり，図-5 に比べて安定

性が向上することが確認された．これは，法先部分の被覆ブロッ

クは流体力を直接受けにくく，滑動抵抗力に寄与したものと推測

される．ここには示していないが，法先に追加する被覆ブロック

は 1 列よりも 2 列の方がより安定性は向上し，ブロック H よりも

単位面積当たりの質量が大きいブロックSの方が効果的であった． 

5．まとめ 

(1) 干出型腹付マウンドの被覆ブロックの安定数は d/H≧0 の場

合の安定数よりも低く，d/Hの減少とともに安定数は低下すること

が確認された．(2) 干出型腹付マウンドの被覆ブロックの被災形態

は主として滑動であり，この対策として，法先に被覆ブロックを

追加すると安定性は向上した． 
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表-1 各断面の津波条件とブロック質量 

断面 ランク 越流水深 ブロックS ブロックH

1 1.3m (2.6cm) 8，12，18t 12t

2 1.8m (3.6cm) (60.9，92.9， (88.5g)

3 2.3m (4.6cm) 150g)

4 2.8m (5.6cm)

1 0.7m (1.4cm) 2，4，6t 4t

2 1.2m (2.4cm) (15.4，29.7， (30.3g)

3 1.7m (3.4cm) 46.1g)

4 2.2m (4.4cm)

5 2.7m (5.4cm)
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②
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図-8 干出型腹付マウンドの安定数Nの結果

（ブロック S，法先 1 列追加） 
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